
第９回ミーティング（2019/2/22） 

様々な鳥の頭骨のレプリカを用いた教材の体験を行いました。頭骨を観察したのち、どの

頭骨とどの餌が対応するか、どの頭骨とどの道具（くちばしの機能のモデルとしてストロ

ーやペンチを例示）が対応するか、それぞれの頭骨が何の鳥であるかを順番に予想してい

きました。ミーティングの参加者は「中学生のつもり」で教材を体験し、その後振り返り

を行いました。 

 

 


